財政援助団体監査報告書

第１　監査の概要

１　基本方針

　　財政援助団体の監査にあたっては、公金の適正な支出を担保することを目的とし、出納その他の事務が適正かつ効率的に行われているか、又財政援助の目的に沿った事業運営が適切に行われているかについて監査した。
２　監査実施団体

　　一般財団法人　小布施町振興公社
３　監査の範囲

　　平成30年度、令和元年度及び令和２度の財政援助団体の出納、その他の事務事業について
４　監査の視点
(1)　財政援助団体等監査について
町から支出された公金が、財政援助団体を通じて、所期の目的どおり適正に執行、運用されているかを中心に、次の観点に基づき実施した。
ア　委託料の目的、内容が公益上の必要性からみて妥当か。

イ　財政援助団体の運営は適切に行われているか。

ウ　対象事業は計画的かつ効率的に執行されているか。

エ　会計経理の方法は適正か。
(2)　公の施設の指定管理状況について
ア　管理業務の実施状況・利用状況及び管理経費の収支状況について
５　監査の方法

　　資料に基づき、委託料の事務処理が適正に行われているかを帳簿等と照合、確認するほか、財政援助団体及び担当課への事情聴取により監査を実施した。
６　監査の実施日
　　令和４年１月21日
第２　監査の結果

１　財政援助団体等監査の結果
町から交付されている過去３年間の委託料の運用状況について、関係帳票類、担当者からの聞き取り等に基づき精査・検証を行った結果、それぞれの委託料に次のとおりの問題が認められた。
1 フローラルガーデン管理委託料　３年共　　1,500万円
　　　決算上からみて維持管理に委託料をもって相当の費用が使用されていたものであるが、認知度、魅力度等から見て継続的にこの金額での委託支援の必要性を再検討すべきものと認められた。
⑵ブランド戦略委託料
平成30年度　900万円（内商品開発費　200万円）
令和元年度　600万円　令和２年度　300万円
委託料の算出根拠は、ブランド戦略を進めるに当たってのブラムリーとチェリーキッスの買取価格の支援であったが、令和元年度以前の委託料はその買取る金額も少なく、支援金額の域を超えていた。
⑶６次産業センター施設管理委託料
平成30年度　440万円　令和元年度　400万円
令和２年度　350万円
この委託料は農家からの仕入れに対する手数料を５％補填する内容のものであったが、この補填額を示す明確な金額の根拠は示されなかった。
以上掲げた（２）、（３）の委託事項については、町の担当課において十分な検証が行われておらず、その欠如が原因と考えられた。更には相互の信頼関係の無さも問題であった。
　２　公の施設の指定管理について
現在、町としてフローラルガーデンおぶせ、６次産業センター、ふるさと創造館の３か所の施設を指定管理として委託している。
　そこで、フローラルガーデンおぶせ及び６次産業センターの備品検査を行ったところ、公社の製品製造に係る大型機械等の管理は的確にされていたが、一部町から貸与された備品が確認できなかった。町備品台帳には当該施設開設時の備品が多数登録されており、耐用年数からみても使用状況等に疑問が残る。早急に町及び公社双方が施設・備品の管理状況を把握し整理されたい。
　
　３　振興公社全体の運営上の問題にについて
経営的には、近年、事業の積極的推進、経理処理の迅速化・明確化等により収益が確保される状況に至ったことは評価されるが、全体を通して次の問題点が認められた。
1 町のふるさと納税に対する積極的な取組みにより、当公社にも相当の収益が確保されるに至った（令和２年度収入約8千万円、この利益率は約33％であって、これに公社の荷造梱包費、人件費負担がある。）が、この貢献による収益をある程度明確な金額をもって示し、それを持って経営刷新の数値を算出すべきと考える。また、令和元年度と令和２年度において、町内の「おぶせファーマーズ」と提携・依頼を受けてふるさと納税事業に取組んだが、この収益の内訳の金額が不明確となっており、管理の不十分さが認められた。
2 過去において、公社単独で経営戦略、店舗展開、商品開発等にコンサル料として多額の委託料が支払われていた事実が認められている。この効果・結果について明確な検証が実施されておらず問題が認められた。
3 現在施設の一部（鑑賞温室、事務室、倉庫）の貸借については、その経緯や手法に疑問が残されており速やかな解消を望む。
以上、地域の経済的発展と活性化を図る所期の目的達成ため、町担当部局と連携し事業全体を再構築の上、透明性のある適正な事業の遂行を望む。
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